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幡多けんみん病院での研修も 1年が過ぎました。

医師免許は取得したものの、右も左もわからない

中で研修が始まり、自分で出来ることが増えれば、

その分まだ出来ていないことが目につくようになる

のを繰り返した 1年でした。本当にあっという間で

した。そんな中でも着実に前に進んでこられたのは、

先生方やコメディカルの方から的確な指導をいた

だけたからだと思います。「早く色々と出来るよう

になりたい」という思いがある反面、「すぐに出来る

ようになることばかりではない」と焦ってしまうこと

が多々ありました。そのたびに先生方やコメディカ

ルの方が声をかけてくださり、「今、目の前にある

課題をひとつずつ解決して行けばいい」ということ

に気づくことが出来ました。先生方、コメディカルの

方との距離が近い幡多けんみん病院であったから

こそだと痛感しています。

もうひとつ幡多けんみん病院の特徴として、若手

医師が増えてきているということが挙げられます。

当院は高知大学の関連病院になっているので、大

学から5～6年目の若手医師が派遣されてきていま

す。研修医としては、年齢の近い医師の存在は大き

く、より質問がしやすかったり、相談に乗ってもらい

やすかったりと、研修しやすい環境となっています。

幡多けんみん病院で研修する新しい強みと言える

と考えています。

今年度は研修医 1年目の後輩たちが 6名も入っ

てきてくれました。昨年自分が教えていただいたこ

とを後輩たちに伝えていけたらなと考えています。

また、自分もまだまだ未熟なので、あと 1年間の研

修を精いっぱい行い、悔いのない研修にしたいです。

そしていずれは幡多地域に恩返しができるよう経

験を積み、また幡多けんみん病院に戻ってきたいと

思っています。

【初期臨床研修医 2年目 高畑翔太】

幡多けんみん病院での研修も、もう一年以上が

過ぎました。去年一年で一通りの必修科での研修

を終え、何となくでも患者さんの全体像をつかめる

ようになったかな、と思います。初めは何もわから

ないし、自分が何をわかっていないのかも掴めない

状態で病院にいて、ただ指導医の言うことに従って

いたのを覚えています。色々な患者さんを担当し、

治療が上手くいったり上手くいかなかったりを目の

前にするうちに、だんだんと自分に足りない必要な

ものや興味のある疑問点がわかるようになってき

ました。

興味のある内容は自分で書籍を買い勉強するな

り、指導医あるいはコメディカルの方々に聞くなり、

誰かに言われて調べるのではなく、自分から能動

的に学習し疑問を解決して日ごろの診療に生かそ

うとする姿勢が身についてきたように思います。医

師として歩き出したばかりの去年度と違い、少しは

自分が医師であるという自負を持って患者さんと

向き合うことができるようになりました。働き始め

て 1年が経ち、看護師さんやコメディカルの方とも

親交を持つことで自分も病院の一員としてそこに

存在し、病院に溶け込んで働いているという気にも

なりました。1年の研修を通じて手技や知識も向上
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し、自分ができることも増えたため、看護師さんか

らも声をかけられることが増え、それも自分がチー

ムの一員として認められたようで嬉しく思います。

また今年は新たに 6人の研修医が幡多けんみん

病院へ採用され、自分に後輩ができたことも大き

な違いになります。薬や検査のオーダーの仕方など、

今からすると何でもないことでも、やったことのな

い最初は全くわからないことを聞かれることもあり、

自分もこうだったと初心を思い出します。後輩から

の質問を受けたり、覚えたての知識を復習がてらに

自慢げに披露したりと、自分だけでなく周りの勉強

の一助になれるようにと身の引き締まる思いです。

【初期臨床研修医 2年目 山崎大智】

幡多けんみん病院での研修医生活も始まって一

年が経ちました。元々私が幡多けんみん病院での

研修を希望した理由としては幡多地域の中核病院

であり幡多地域の医療を支えている病院であると

いうことやそのために多くの症例を経験できること、

病院全体の雰囲気がとても研修しやすいと感じた

こと、学生として実習で回らせていただいた際の先

輩研修医の先生がとても生き生きと研修をされて

いたことなどが挙げられます。

研修中には様々な科の上級医の先生方に熱心に

指導していただくことができました。幡多けんみん

病院では医局が全科で一つとなっており困った際に

相談しやすい環境であったことも研修生活を充実

させる一つの要因となっていたと思います。またコ

メディカルスタッフの方々にも丁寧に指導していた

だき、多くのことを学ばしていただきました。ルート

の取り方のコツや内視鏡操作のコツ、放射線画像

の撮影法など日々忙しい中、嫌な顔をせずに親切

に教えていただき病院全体として研修医を育てて

頂けていることを実際に肌で感じることができまし

た。更に患者さんも地域柄もあり優しい方が多く、

患者さんと接する中でも多くのことを学ばして頂き

他では得難い経験をさせていただいたと感じてい

ます。

実際に患者さんを上級医の先生の指導のもと主

治医として担当させていただいて検査や治療方針

などを決定していく中で非常に多くのことを勉強す

ることができたと思います。

初期研修医として研修をさせていただくのはあ

と 1年を切ってしまいましたがこれからも更に成長

していけるように日々精進を重ね、幡多地域の

方々に還元できるような医師を目指していきたい

と思います。

【初期臨床研修医 2年目 松岡渓太】
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今年度から社会人として、医師として一年目にな

りました。臨床研修が始まり三か月が経とうとして

います。思い返してみればあっという間の三か月で

すが、一日一日は大変充実しています。最初は、初

めての病棟業務や日当直など右も左も分かりませ

んでしたが、指導医の先生方や病院スタッフの

方々のお力添えもあり少しずつ慣れてきました。

私がけんみん病院で働きたいと思った大きな理

由は、先輩の影響と病院全体の雰囲気が良かった

からです。学生の時、けんみん病院を実習させてい

ただいた際に先輩方が手際よく救急対応している

のを見て、ここで研修をすれば先輩のようになれる

のではないか、と思いました。病院スタッフ間だけ

ではなく診療科同士の連携もとれており、医局は職

種の域を超え同じ空間なので何か困ったときにす

ぐ聞くことができます。患者さんひとりひとりに合

わせた問診、身体所見の取り方、診断に至るまでの

経緯や治療方針などを指導医の先生方が熱心に、

かつ丁寧に指導してくれます。

けんみん病院は高知県西部の医療を担う大きな

役割を背負っており、子どもから高齢者の方まで幅

広い年齢、主訴の患者さんが来院されるため、さ

まざまな経験を学ぶことができます。

これからの初期研修の二年間は、何事にも積極

的に挑戦して実のあるものにしていこうと考えてい

ます。また、私が学生の時に見た活き活きとしてい

た先輩と同じ姿を、今度は私が見せることができる

ように、まだまだ未熟者ではありますが初心を忘れ

ず日々精進していきたいと思っています。

【初期臨床研修医１年目 伊藤孟彦】

自分の社会人第一歩目、研修医としての生活が

始まり、あっという間に3ヶ月目が終わろうとしてい

ます。幡多けんみん病院での研修は、ドクターはも

ちろんのこと、医療スタッフの皆様方にも優しく受

け入れていただき、いつも助けられながら、たくさ

んの学びを得ています。同期にも恵まれ、お互いに

支えあいながら、この数ヶ月を一所懸命に走ってき

ました。

研修場所として幡多けんみん病院を選んだのは

なぜか？とよく聞かれますが、私はこの病院の雰

囲気が好き、と答えます。幡多けんみん病院は、高

知市内の救急病院と比べると医師の数も少なく、

病院としての規模は少し小さくなりますが、幡多地

域の砦としての機能をしっかりと担っています。地

域の病院と連携しながら慢性期の患者様を診るこ

ともあれば、救急病院として三次救急まで対応す

ることもあります。そして、その砦を支えているの

は、医師や医療スタッフ同士のチームワークだと考

えています。ひとつの医局にすべての診療科の医

師がおり、お互いに頼れる関係性を築いています。

他職種でのカンファレンスや勉強会もあり、医療ス

タッフの皆様とも距離が近く、相談しやすい環境に

あります。こういった、各々の強みを生かし、それら

を共有し力を合わせることで、最善の医療を提供
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する、という姿勢を見て、私はこの病院に惹かれ、

ここで働きたいと思いました。

まだまだひとりではなにも満足にできない未熟

者ですが、自分が担当した患者様から「ありがとう」

と声をかけていただくことがあり、医療人として何

より嬉しく、もっと頑張ろう、という気持ちになりま

す。私は医療人として、自分なりに故郷の高知県に

恩返しがしたいと思っています。そのための第一歩

を幡多けんみん病院で過ごして良かったと、胸を張

って言えるように、長いようで短い時間を、精一杯

過ごしていきたいです。

【初期臨床研修医１年目 前田美咲】

私は学生の頃から当院で実習させて頂く機会が

あり、当時から幡多地域の急性期医療を一挙に引

き受ける病院の特性に惹かれていました。

昨今では病院の役割分担が進んでいて、軽症患

者が集まる病院もあれば重症患者が集まる病院も

あります。その中で、当院のように分け隔てなく全

て受け入れる病院は稀だと思います。

軽症から重症まで、疾患の頻度や医療の実際を

肌で感じること。それがバランス感覚の優れた臨

床医になるための必要条件だと考えたので、ぜひ

医師としての基本姿勢をここで身につけたいと思

い、当院での研修を希望させて頂くことになりまし

た。

まだ研修が始まって間もないですが、これほどま

で初期研修に適した病院はないと感じております。

垣根の低い医局、優秀な同期、求めればどこまでも

深められる環境…幡多に住む方々の優しさに包ま

れながら、温かいスタッフの皆様のおかげで充実し

た日々を送っており、この場を借りて感謝申し上げ

ます。

私が医師になった経緯は決して真っ直ぐな道で

はありませんでした。しかし、様々なことを経験し

て医学を学んだからこそ、形成された価値観も確

かにあります。それこそが私の医師としての懐の深

さになると信じて、大切に磨いていきたいと思って

います。

未熟者ではありますがが、患者様に寄り添う良医

になれるよう努めてまいります。どうぞよろしくお

願いいたします。

【初期臨床研修医１年目 田村康晃】

幡多けんみん病院での研修が始まり、４カ月目に

入ろうとしています。業務や環境にまだまだ慣れず

分からないことも多いなか、研修中の診療科の先

生方をはじめ、他科の先生・コメディカルスタッフ・

事務の方々に助けていただきながら、充実した研

修生活を送らせていただいていることに感謝する

とともに、一日でも早く医師として貢献できるよう
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日々精進しています。

初めてこの病院に来たのは大学低学年の時で、

医局についての説明をしていただく中で「各診療科

の垣根が低い」という言葉が使われていました。そ

の当時は、先生方がワンフロアに一堂に会している

という程度にしか捉えていませんでした。しかし、

学年が上がるにつれて、また実際に業務に就かせ

ていただくようになって、その意味が少しずつ分か

るようになってきました。幡多地域は高齢者の割合

が高く、１人の患者さんが複数の疾患を同時に有し

ていることが珍しくありません。そのため治療方針

や薬剤調整などにおいて他科の先生に相談する機

会が多く、各診療科の垣根が低いこの病院の医局

では、そういった光景が日常的に見られます。働く

側にとっては働きやすい環境であり、治療等を行う

上でも有益なことであると感じています。

初期研修では、将来専門とする診療科に囚われ

ることなく、知識や技術を吸収していくことが必要

だと考えています。もちろん業務の状況によります

が、この病院では多くの方々の協力もあって、いろ

いろなことを経験・訓練することができ、一例とし

ては機材を借りて手技のトレーニングをするなど、

希望すればそれに応えてくれる環境を作ってくれて

います。今後の研修でもこの環境を生かし、積極性

を持っていろいろなことに取り組んでいき、医師と

して、そして人として成長していきたいと思いま

す。

【初期臨床研修医１年目 宮内敦史】

初期研修医として幡多けんみん病院での研修が

始まり 3 ヶ月が経とうとしています。まだ数ヶ月し

か経っていませんが、学生の頃の机上での勉強と

臨床での勉強の違いを実感しています。知識が大

切であることに変わりはありませんが、臨床ではそ

の場での決断力や実行する力が重要であると身に

しみて感じています。これまでは知識だけでも良か

ったのですが実戦では手技的なものはもちろん、ど

んな病気を想定してどのような検査をするのか考

えなくてはならず実際に現場に立たないとわから

ないことが沢山あります。わからないことは先輩の

先生方やコメディカルの方々にいつも優しく教えて

頂いています。

幡多けんみん病院は地域の中核病院を担ってお

り様々な疾患を経験できています。けんみん病院

の先生方やコメディカルの方々は自分たちが診な

ければ患者さんを高知市にまで行かせることにな

るという自負のもと、この地区でなるだけ完結でき

るように医療に従事していらっしゃいます。僕もそ

ういった強い精神性を身につけられるよう励んでい

きたいと思います。

また、けんみん病院は医局が一つしかなく同じ

空間に全ての科の先生方がいらっしゃるという特徴

があります。これは研修医としては大変有難く、全

ての科の先生とのコミュニケーションが取りやすく、

困ったことがる時に質問しやすい環境にあります。

医師以外のコメディカルの方も分からないことがあ

ればいろいろと分かりやすく教えていただけるので

大変働きやすい環境だと実感しております。

働き始めてまだ数ヶ月しか経っておらず、まだま

だ先輩の先生方には遠く及びませんが暖かく見守

って頂けると幸いです。これからよろしくお願いい

たします。

【１年目研修医 熊澤 大記】
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幡多けんみん病院での研修が始まり早 3 か月。

振り返ってみると治療方針の立て方、その方針に沿

った検査や処方内容の選択、多くの医療手技など、

実際に医療を行う難しさを感じた 3か月でした。現

場に実際に出てみると、分からないことや自分がど

う行動すべきか困ることが多々あります。その度に

指導医の先生方や多くの医療関係者の方々に助け

ていただきながら少しずつ成長させていただいて

ます。

幡多けんみん病院での初期研修は、基本的に 1

診療科に研修医1名というシステムになっています。

それゆえに多くの症例を経験でき、さまざまな手技

も数多く経験することができます。指導医の先生方

も臨床的な考え方や手技のコツなどを丁寧に指導

してくださり、内容の充実した初期研修を過ごすこ

とができます。また看護師さんや検査技師さんな

ど周りの医療関係者の方々も快く指導してくださり

ます。そういう環境で研修できる事が、皆さんの期

待に応えられるよう頑張ろうというモチベーション

アップにも繋がります。

最後になりますが、私は幡多地域出身で地元の

医療の中枢を担う幡多けんみん病院で研修できて

いることを誇りに思っています。自分が今できるこ

とは数えられるくらいしかありませんが、それでも

地域の方々に感謝していただけたりすると本当に

嬉しいです。少しでも早く幡多地域の医療を支えら

れ、地域の皆さんから必要とされる医師になれる

よう、これからも日々努力し成長していきたいと思

います。

【初期臨床研修医１年目 濵田幸汰】


